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背 景 

【商店街現地調査によって分かった課題】 

・ 商店街の空き店舗が４分の１を占めており、商店街というものが

成り立っていない。（表１） 

→その空き店舗の中でも貸店舗はほとんどない。 

【データによって分かった課題】 

・ 平成 27 年に行った「魅力あるまちなかの商店街を目指すための

アンケート」によると、商店街へ買い物に来る頻度として、月 1，

2 回以下の人は、まったく来ない人も含めると全体の 6割にもな

る。（表２） 

（注）ここでいう商店街とは福井県越前市の中央広小路商店街と総社通り商店街を指す。 

 

概 要 

・ 商店街の空き店舗を利用して間借りによる商業施設を作る。 

・ 間借りには、「時間の間借り」と「空間の間借り」の２種類がある。カフェスペースは時間の間借りを採用し、その他スペースは空間の間借

りとして使用する。（図（図（図（図 1111）））） 

・ 1 つの建物に４つの店舗を間借りして、かかった費用を分割しながら経営する。例として、間借りして入る店舗はカフェ①、ワークショップエ

リア③、雑貨屋④、セレクトショップ⑤、夜に営業するバー①である。カフェの横に共有スペース②を設置しており、そのスペースはカフェ

のオーナーが管理するとする。ワークショップエリアはレンタル制で、その日によって行われるイベントが変化する。カフェとバーはお昼の

時間と夜からの時間と、時間を分けて営業する。（図２） 

 

実現までの流れ 

・ 組織の募集で作られたまちづくり団体は、蔵の辻を拠点にまちづくりに力を入れて活動する。（図３） 

（例）空き店舗の管理・運営を行う。 

→    そこで必要となる資金を越前市の助成制度を利用して賄う。 

 

アピールポイント 

・ 商店街に地域住民が交流できる場を作る。 

・ 空き店舗の有効活用。 

・ 店舗を間借りすることによって、お金、空間、場所を効率的にシェアできる。 

・ 越前市助成金制度を利用することで、新たにお店を開こうとしている人でも負担なく始められる。 

間借り蔵しのカンパニー 

仁愛大学早川ゼミ チーム「眠らない街 TAKEFU」 

空き店舗率 24.4％ 

全体の 6割 
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「魅力あるまちなかの商店街を目指すためのアンケート」 

（2015年まちなか商店街）より 


